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今回、レプソルド子午儀の対物レンズについて記事にしているのは、2007 年当時レプソ

ルド子午儀を発見した時点では、この望遠鏡の対物レンズが行方不明で、その後、レプソ

ルド子午儀の対物レンズを発見したことは大きなニュースであり、アーカイブ室新聞にあ

るはずだと、アーカイブ室新聞を見直してみたが、この発見を表題した記事はなく、アー

カイブ室新聞の 1号、2号の中に埋もれた形でしかなかった。そこには、４月 3日（木曜日）：

レプソルド子午儀の対物レンズ（口径 135mm、焦点距離：2140mm）らしきものを発見、元太

陽物理の管理下にあり、旧図書庫の戸棚にあった。中桐はこのレンズ捜索のために奔走し、

天文台 OB に消息を尋ねる手紙を書きまくっていた、あるいは 4月 4日（金曜日）：発見さ

れたレプソルド子午儀の対物レンズと思われるものを、レプソルド子午儀望遠鏡本体の筒

先にあてがって見たところ、取り付けビス穴はぴったりと一致したが、レンズホルダーが

鏡筒にぴったりと入り込まず、少し浮いた状態になる。どうやらアダプタリング 1個が行

方不明になっているようだなどという表記はあるが、アーカイブ室新聞としてはレプソル

ド子午儀の対物レンズ発見は表題に表したいと思った次第である。  

 

 これらアーカイブ室新聞の記事にお気づきのことがあれば、編集者中桐にご連絡いただ

ければ幸いです。中桐のメールアドレスは、arcnaoj@pub.mtk.nao.ac.jp 


